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　　　T・k・。w　th・imm・・。1。gical・・1・・f　t…i玉・，・・tib。dies　ag・董・・t　cert・in　vi，u・。、　w。，e・6。ght　i。

士he　extracts　of　tonsils　removed　from　children　and　adult8．

　　　With　27　cases，　hemagglutination　inhibition（HI）antibodies　and　neutralizing　antibodies　in　ton－

s量11・・ext・act・as　w・11　as　i・serum　t・i・flue・za，1・a・ai・f1。，n。a，　m。mps，．measl，s，　RS　and，。b，11、

vlruses　were　titrated．　The　serum　specimens　were　sampled．at　the　same　day　whe．n　tonsinectomy

was　done．

　　　Although　HI　antibodies　aga三nst．influenza　virus　A　2．　were　detected　in．　the　tonsillar　extracts

f・・m3cases・・f　whi・h　2　were　children，・・t・f　16　test・d，　th，　tit，，s　were　very　16w　with　th。　v。1、，

°f1：32・By　analy・i・g　th・t。・・illar　ext・・ct・n　suc・・se　dens三ty　gradie。t　ce。tr｛f。gati。n，　the　a。ti－

b。dy　acti・ity　was　f・und　i・7S　f・acヒi・・．1・・dditi・・，　lgG・・d・1itt1・・m・。。t・f　lgA　w。，。　d。瑚。n－

strated　in　this　fraction　by至mmunoplate　method．　Therefore，　it　is　considered　that　these　HI　anti－

bodies　come　from　the　contaminated　blood，　but　not　from　tonsillar　cell．

　　　No　antibody　against　viruses　other　than　influenza　virus　A2　was　detected　at　a11　in．the　tonsillar

extract，　while　it　was　clearly　demonstrated　in　serum．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　（Received　for　publication；Apr量112，1979）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た結果，明らかに免疫グロブリン産生細胞が増加して

　　　　　　1緒言　　　　　　いる・とr　Sb’よび扁桃で産生される鮫グ。カ．が
第一篇において・急性咽頭炎症例の扁桃組織中にみ　　　感染防禦の機転に関与しているととを示唆した。しか

られる免疫グロブリソ産生細胞の動態について検索し　　　し，扁桃で産生された特異的抗体を検出しなければ，
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その機転を明確にしたとはいえない。　　　　　　　　　　疹ウィルスは4℃，パラィンフルェンザゥィルスは，

　さきに中川Dは，桶桃抽出液中に抗インフルェソザ　　　36℃であった。

ウィルス抗体を検出し，扁桃由来のものであろうと述　　　インフルェンザウィルスA2およびパラインフル＝

べているので，著者は，イソフルエソザウイルスのみ　　　ンザウイルスに対する非特異的阻止物質（インヒビ

ならずいくつかのll乎吸器ウイルスについて，抗体の検　　　ター）を除去するため，　RDE（receptor　destroying

出を試みた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　enzyme）処理法a）を行った。　RDEは，自家製コレラ

　その結果，成人および小児いずれの胴桃抽出液から　　　菌558培養濾液（128単位）を使用した。すなわち血

も，稲桃由来と証明でぎる抗体は検出できなかった。』 @　清および桶桃抽出液に，それぞれ等量のRDEを加

わずかに検撫された抗体は，血中抗体の混入と考えら　　　え，37℃1夜放胤後，2，5％チ1・ラート食塩水で稀釈

れる。　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　した。

　瀟桃抽出液中のウイルx抗体の検出については，中　　　　風疹ウィルスのHAに対するインヒビター除去に

川の報告のみであるが，著者の検出と相反する結果と　　　は，力才リン処理法fi）を行った。カオリンは，　Fisher

なったので，若干の考察を加え報告する。　　　　　　　　のacid　washed　kaolinを使用した。血清および扁桃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抽出液それぞれ0．2mlに，　O．　6mlの25％カオリンを

　　　　ll材料および方法　　　　　　　　　　　　　加え，よく振盤したのち室温に20分放置し，2，000回

　対象；症例は，1968年4月より12月までの9ヶ月間　　　転，20分遠心し，その上清に50％ガチヨウ血球浮遊液

に，国立仙台病院耳鼻科および宮城厚生協会坂総合病　　　O．05mlを加え，4°C　1時間1吸着させたのち，2，000回

院において習慣性扁桃炎と診断され，扁桃摘出術をう　　　転，20分遠心し，その上清を用いた。

けた27例（10～15才が7例，20～41才が20例）で，IflL　　　術式は，すべてSever6）のマイクロタイター法によ

清は，稲桃摘繊術の施行日に採取したものである。　　　　った。

　編桃抽出液の調整：摘閏した棉桃を，燐酸緩衡液　　　　中和試験：i血清および稀桃抽出液を，56℃30分非

（PBS）でよく洗い，鋏で細切したのち，乳鉢で十分　　　働化しl　PBSで倍数稀釈（パラィンフルエンザとRS

すりつぶして，橘桃重量の2倍量のO，　OIM　PBSを加　』　は4倍稀釈）系例をつくり，その0．2mlと約100

え乳剤とした。これを，10kc／sec　10分間音波処理し　　　TCD50のウイルス液0・2mlとをまぜ，室温1時間放

たのち，3，000回転，15分遠心し，その上清を使用し　　　職後3本のチューブ（細胞）に・0・1m1ずつ撞種し・

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33℃静置培養を行った。判定は，ウイルス対照に明

　ウイルス：イソフルエンザA2／萱野／57，ムンプス　　　らかな細胞変性効果（CPE）を認めてから48時間後に，

ウイルス（Enders）は発育鶏卵，パラィンフルェンザ　　　Reed－Muench7）の方法により，50％中和抗体価を算：

ウイルス1型（C35）はサル腎細胞，パラィンフルェ　　　定した。この際必ず使用ウイルス量の測定を同時に行

ンザ2型（Greer），3型（C　243），麻疹ウイルス（杉　　　い，0・1mlあたり100～320　TCD50であることを確認

山）はVero細胞，　RSウイルス（Long）はHEp－2　　　した。なお，ムンプスウイルスおよびパライソフルエ

細胞，風疹ウイルス（Baylor）はBHK　21尉H胞で，　　　ンザウイルスについては，　O．5％モルモット血球8）を

それぞれ継代されたものである。　　　　　　　　　　　　用いて，赤血球吸着試験を行って判定した。　　　　　’

　赤血球凝集抑制（HI）試験：インフルェンザウイル　　　　シヨ糖密度勾配遠心法；遠心機は，1ヨ立55P－2A，

スA2は，感染漿尿液をそのまま赤血球凝集索（HA）　　　ローターは，　RPS－40を使用した。10～37％のシヨ糖

として使用したが，パラインフルエンザウイルスは，　　　密度勾配で，RDE処理後の隔桃抽出液0，5mlを重上

10kc／sec　10分間音波処理したHA2）を，風疹ウイル　　　したのち，4℃35，000回転，16時　間遠心したあと，

スは，Tween　80　Pt・一テル処理したHA3）を，それぞ　　　遠心管底に26　G　Y2針で穴をあけ，↓滴ずつ採取し，

れ使用した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20分画にわけた。各分画にそれぞれPBS　O．　2mlを力li

　インフルエンザウイルスA2の凝集には，0，5％二　　　ll．たのち，セルローズ透析膜で，4°C，1夜PBS中で

ワトリ1血球，パラインフルエンザウイルスには，0．5　　透析した。

％モルモット血球，風疹ウィルスには，0．2％ガチョ

ウ1ω求を，それぞれ使用した。　　　　　　　　　　　　　　　　皿　成　　績

　反応温度は，インフル…ンザウィルスA2および風　　　　締挑抽出液中のHI抗体：成人6例の扁桃抽出液に
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っいて，イソヒビター除去処理前後のHI価を検索し　　　らのほとんどが，　RDEおよびカオリγ処理で除虫さ

た（表1）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れるものであうた。

　インプルxンザウイルスA2型については，未処理　　　　［fll中抗体と編桃抽幽液中の抗体：編桃摘出当日に採

の場合，256倍から512倍以上の高いHI価を示し，　　　取した患者血清のHI　lllliと比較したのが，表2であ

56”C　30分非働化しても，その価は低’ドしなかったが，　　　る。

RDE処理により，32倍の1例を除き，すべて16倍未　　　　血清中のHI　lllliは，インフルエソザウイルスA2型

満となった。したがって未処理検体で示された高い　　　の場合，全例が128～512倍を示したが，パラインフル

HI価は，隔桃抽出液中の非特異的イソヒビターによ　　　エソザウィルスの場合はT抗体保有者が少なく，1型

るものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　で16倍1例，3型で32倍1例認められたにすぎなかっ

　パラインフルエンザウイルスについては，1型で未　　　た。風疹ウイルxでは，5例に16～64倍のHI価を示

処理のHI価が，32倍4例，128倍1例認められたが，　　した。

RDE処理によりすべて16倍以下となった。2型で，　　　　扁桃抽出液のHI価については，すでに述ぺたよう

16倍1例，3型で，32倍1例それぞれ検禺されたが，　　　に，インフルエソザウイルスA2型で32倍を示したが

いずれもRDE処理により消爽した。　　　　　　　　　　1例のみで，他はすべて16倍以下であった。

　風疹ウイルスでは，128倍3例，64倍1例，32倍2　　　　そこでインフルェンザウイルスA2型について，年

例認められたが，カオリン処理によりいずれも消失し　　　令を考慮して，成人群（20才以上）と小児群（15才以

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下）とにわけて検索したのが表3である。成人，小児

　扁桃抽出液中のHI活性は，インフルェンザゥィル　　　の別なく，それぞれ5例中1例に16倍のH正抗体を検

ス　A2型に対して最も高く，ついで風疹ウィルス，パ　　　出したにすぎなかった。

ラインフルエンザウイルス1型の順であったが，これ　　　　編桃抽出液中抗体の分画と解析：10例中2例に低い

表1　　　　　　各種呼吸器ウィルスに対する編桃抽出液のHI価

症例

1

2

3

4

5

6

イソフルエソザ
　　　　　　A2

来処理

＞512

1　256

　256
＞512

　256
　256

熱処理

512

256

256

256

128

128

RDE
処理

0

0

0

0

32

0

パラインフル
　　　　エンザ

　　　　　　1

未処理

32

32

32

　0

128

32

RDE
処理．

O

o

O

O

O

O

・“ラインフノ㌧1パラインフル．1
エンサ

　　2

未処理

0

0

0

0

16

0

RED
処理

　　o

l・
　　0

　　0

　　0

　　0

エンザ

　　3

未腿腿E
0　　　　0

：；i8
　　f

ol　o
32　　　　0

0　　　’0

風　　　　疹

来処理

64

128

32

32

128

128

カオリン
処理

0

0

0

0

0

0

0：＜16

表2　　　　　　稲桃抽出液および血清のHI価

捷例

1

2

3

4

5

6

イ・・ルエ・ザFaライソフ・・エンザ

　　　　　A2　1　　　　　　　　1

菰螢測血清［羅液
0

0

0

0

32

0

　　カ32　1　　0
32　1・

128　［　　　O
　　I
32　1　　　Q

64　・　　　0

64　；　　　0

血　清

　　　0

　　　0

　　　0I

i　　16

　　　0

　　　0

パラインフルエソザ

　　　　　　　2
掃欝液11血L清、

0　　　　　0

別　l
ol　o

パライソフ、は州

　　　　　　　3

ll…1、l
　　　　　　I　　　　　　　1

鶉欝液i［fit清
　　　’　　　　　　　　　　　m　り「Vt’ttttt

　　°1　°

　　°1　0
　　創　1

風　　　疹

隔桃
抽出液

0

0

0

0

0

0

血　清

16

32

32

16

64

0

0：＜16
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表3成人および小児扁桃抽出液中のイン7ル＝　　　　ながらtインフルェソザウイルスA2型に対するHI

　　　ンザA2　HI価　　　　　．　　　　　　　　活性を認めたので，それらの篇桃抽出液をシヨ糖密度

群悔例隔桃鞘液
　　　　　I　　　　　；　　11　1

　　　　　1　　　12
　　　　　i
成人麹　　ユ3

蝋） 福P

小　児　群

（15才以下）

1

i　　21
i　　22

　　　23

　　　24

　　　25

　　　　O

l　　　16

　　　　0

　　　　0
1　　0

0

0

0

0

16

」fiL清　　勾配遠心法により頒をつ⇔・それぞれの免疫グ・

　　…　’　ブリンを解析したn
128
　　　　　　　その結果，HI抗体活性を示す分画は，第12～13分256

64　　　　画にあり，7S抗体に属するものであった（図1）。ま

128　　　　た免疫プレート（Hyland　Lab・）でJこれらの分画中

64　　　　の免疫グロブリンを検紫したところ，IgGおよび少量

　　　　　　のlgAがふくまれていることが判った。すなわち，128

128　　　　この分画パターンは・1血清のパターンと同様であっ

128　　　　　た・

128　　　　　扁桃抽出液中の中和抗体：前述したように，扁桃抽

128　　　　出液中に各種呼吸器ウイルスのHI抗体を検出するこ

　　’一一一｝…｝｝………『r禰一一一一rrL”t　　とができなかったので，この事実をさらに確認するた

衷4各種呼吸器ウイルスに対する桶桃抽出液の　　　　め，中和抗体の検索を行った（表4）。

　　　中和抗体価　　　　　　　　　　　　　　　　　　麻疹ウイルスについては，」fiL中の中和抗体が，64倍

症例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10・

11

麻疹1ムガ・隠綴IRS　1例32倍3例8齢】，4倍未満2例であ・た力三・

棉桃

0

0

0

4

0

0

0

0

0

0

4

血清

32

32

8

32

8

0

8

8

8

0

64

扁桃
血清1扁桃

0　　4　　0

0　　4、　0

0　014
　　　　旨

0　　01　4

0　010
0　414
0　0レO
O　　41　0
0　　4　　0

0　　4　　0

Ol　414

血清扁桃
　　　　　｝　　　抽出液中には，4倍2例のみであった。この2例の血
　　　　　璽　 艸和抗体鰍，32倍と64倍であ。た。

・4”奄S64　。ガ。ウィルス耐するlin中の中和抗体鷹，、

，gsu　g2鰍讃灘傭麟み轡勲のそれ

64　4256　　例であった・抽出液中に検出された4例について，血

llilll中禦響雛き蔀繍薇論、，256倍
＞64　－　　－　　　　1例，64倍2例，16倍7例であったが，抽出液中に検

0：く4

HI

8

4

＜4

IgG（＋）

IgA（＋）

　1　　　　　　5　　　　　　　10　　　　　　　15　　　　　　　20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fraction　No．）

図1　　　扁桃抽出液抗体の分画
　　　　　　　（薦糖密度勾配遠心分析）
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出されたものは，4倍3例のみで，それらの血中抗体

価は，64暗2例，256倍1例でいずれも高い価を示し　　　　　　　V　結　　語

た・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　扁桃で産生された特異抗体を検出することを目的と

　したがって・抽出液中に中和抗体を検出したのは，　　　して，習慣性扁桃炎患春の摘出編桃から抽出液をつく

延べ9例であったが，いずれも血申の中和抗体価は高　　　り・各種呼吸器ウィルスに対するHI抗体と中和抗俳

かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を検索して次の結果をえた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　扁桃抽出液中には，インフルエンザウイルスA2型

　　　　ISi考　　察　　　　　　　　　　　　　　　　に対する高いHI活性があり，風疹ウィルスやパラィ

　桶桃抽出液中のHI活性は，インフルェンザウィル　　　ンフルエンザウイルス1型に対しては，中等度のHI

スA2型に対してきわめて高く，他の呼吸器ウイルス　　　活性を示したが，　RDE処理またはカオリソ処理にょ

に対してもそれぞれ活性を示したが，それらのほとん　　　り，その活性のほとんどが除去された。したがって，

どすべてが，RDE処理あるいはカオリン処理により　　　これらの活性はt瀟桃抽出液中に存在する正常インヒ

除去された。Lたがって，これらのHI活性は，真の　　　ビターによるものと考えられる。

抗体によるものではなく，正常インヒビターによるも　　　　扁挑抽出液中には，高い中和活性は認められず，若

のと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　干例に4倍の低い抗体価を認めたにすぎなかった。

　しかし，RDE処理およびカオリン処理の過程で，　　　扁桃抽出液中に検出されたHI抗体は，7S抗体で

抗体が不活化された可能性を一応考慮して，56℃30　　　あり，IgGとわずかなIgAをふくんでいた。

分の非働化のみの桶桃抽出液を用いて，中和抗体を検　　　　以上の如く・著潜の実験では，扁桃抽杜1液中には，

索したところ，中和活性はほとんどみられず，扁桃抽　　　扁桃由来の抗体は証明されず，わずかに検出された活

出液中の高いHI活性が抗体によるものではないこと　　　性は，血中抗体の混入によるものと考えられる。
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